
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
六
年
十
月
十
四
日
提
出

質

問

第

一

七

号

米
軍
基
地
に
出
入
り
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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米
軍
基
地
に
出
入
り
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

在
日
米
軍
基
地
に
出
入
り
し
て
稼
働
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
の
入
域
料
が
タ
ク
シ
ー
業
界
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

特
に
、
在
日
米
軍
の
約
七
十
五
％
が
集
中
す
る
沖
縄
で
は
、
米
軍
側
が
入
域
料
に
つ
い
て
入
札
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
従
来
の
一
台
あ
た
り
月
額
三
、
〇
〇
〇
円
が
対
象
全
九
区
域
で
値
上
が
り
し
、
う
ち
七
区
域
で
約
二
倍
か
ら
約
二
十
六
倍

と
大
幅
に
跳
ね
上
が
っ
た
、
と
地
元
紙
は
報
じ
て
い
る
。
（
二
〇
〇
四
年
十
月
九
日
、
琉
球
新
報
）

い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
入
域
料
を
徴
収
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
法
令
や
そ
の
妥
当
性
を
め
ぐ
っ
て

過
去
に
沖
縄
県
議
会
で
も
議
論
が
あ
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
業
界
の
関
係
者
の
話
を
総
合
す
る
と
、
米
軍
は
、
一
九
九
〇
年
ま
で
は
無
料
認
可
制
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
一

台
あ
た
り
月
額
三
、
〇
〇
〇
円
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
か
ら
入
札
制
を
実
施
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

長
び
く
不
況
下
に
あ
っ
て
、
沖
縄
県
内
の
タ
ク
シ
ー
業
界
の
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
経
営
圧
迫
に
つ
な
が
る
入

札
制
度
の
廃
止
・
改
善
を
強
く
求
め
て
い
る
。

米
軍
基
地
内
に
出
入
り
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
入
域
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
、

一



日
米
地
位
協
定
、
地
位
協
定
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
等
の
臨
時
特
例
法
、
日
米
合
同
委
員
会
合
意
等
に
照
ら
し
、
違
法
の
疑
い

が
あ
り
、
多
く
の
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
米
軍
が
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
一
台
あ
た
り
の
車
両
に
つ
い
て
入
域
料
を
徴
収
し
て
い
る
事
実

を
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
に
対
す
る
入
域
料
徴
収
の
法
的
根
拠
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
見
解
を
述
べ
よ
。

二

日
米
安
全
保
障
条
約
並
び
に
日
米
地
位
協
定
、
日
米
合
同
委
員
会
の
合
意
等
に
基
づ
き
、
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
に
提
供
し
て
い
る
施
設
・
区
域
（
基
地
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
米
軍
が
提
供
施
設
・
区
域
（
基
地
）
に
出
入
り
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
入
域
料
を
徴
収
す

る
こ
と
は
、
使
用
目
的
を
越
え
た
営
利
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
日
米
安
全
保
障
条
約
、
日
米
地
位
協
定
、
日
米
合
同
委

員
会
合
意
等
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
、
と
思
慮
す
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

在
沖
米
軍
基
地
を
除
く
在
日
米
軍
基
地
で
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
い
か
な
る
法
令
上
の
根
拠
で
そ
の
機
関

が
徴
収
権
を
有
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



四

米
軍
が
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
徴
収
し
て
得
た
収
入
は
、
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互

協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定

の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
る
か
、
さ
れ
な
い
か
、
そ
の
法
令
上
の
根
拠
を
示

し
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

い
わ
ゆ
る
「
ベ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
」
を
基
地
の
保
安
、
管
理
上
の
理
由
で
無
料
認
可
制
に
す
る
の
は
合
理
的
理
由
が
あ
る

が
、
市
場
主
義
に
基
づ
き
入
札
制
で
有
料
に
す
る
の
は
合
理
的
理
由
が
存
し
な
い
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

六

沖
縄
県
内
の
タ
ク
シ
ー
業
界
関
係
者
は
、
現
行
の
入
札
制
度
に
よ
る
入
域
料
の
徴
収
は
経
営
を
著
し
く
圧
迫
し
て
い
る
の

で
無
料
認
可
制
へ
移
行
す
る
な
ど
の
改
善
を
求
め
て
い
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


